
 

 

      

平成30 年度の「ひのきの里あげまつ ふるさと基金」の状況を報告します 

 

 

 「ひのきの里あげまつ ふるさと基金」（ふるさと納税）につきまして、昨年度（平成 30

年度）は多くの皆様に寄附をいただき、誠にありがとうございました。 

 

 

お寄せいただいた寄附金は、「ひのきの里あげまつ ふるさと基金」へ積立て、寄附の際

にお選びいただいた使途区分に沿って、大切に活用させていただいております。 

平成 30 年度の活用状況等を、以下のとおりご報告させていただきます。 

 

 

○ご寄附をいただいた件数（平成 30年４月～平成 31年３月） 

使途区分 寄附件数 寄附金額 

（１）自然環境・森林整備計画の保全に 

関する事業 
２４件 ４４０，０００円 

（２）高齢者福祉・子育て支援・健康増進

の充実に関する事業 
２６件 ６１０，０００円 

（３）ふるさとの伝統文化の継承に 

関する事業 
３件 ４０，０００円 

（４）産業振興に関する事業 ５件 ６０，０００円 

（５）まちづくり（ふるさとづくり）に 

資する事業 
１７３件 ２，３２０，０００円 

（６）その他 ３件 １３２，０００円 

合 計 ２３４件 ３，６０２，０００円 

  

 平成 30年度は、総額で 3,602,000 円のご寄附を賜りました。 

 なお、ふるさと納税サイト「さとふる」から寄附をいただく場合、使途区分は「（５）ま

ちづくり（ふるさとづくり）に資する事業」が標準で選択されております。それ以外の使

途をご希望の場合は、ご留意いただけますと幸いです。 

 

 

 



 

 

      

○寄附金の充当内容（平成 30年度） 

内容 使途区分 充当額 

①室内用土俵マット購入 
（２）高齢者福祉・子育て支援・

健康増進の充実に関する事業 
３５０，０００円 

②上松町ハロー！ウッド 

事業 

（２）高齢者福祉・子育て支援・

健康増進の充実に関する事業 
８５，０００円 

③えごま搾油機購入 
（５）まちづくり（ふるさとづ

くり）に資する事業 
１，３００，０００円 

合 計 １，７３５，０００円 

 

 平成 30年度は、３件の事業に寄附金を充てさせていただきました。 

 

① 室内用土俵マット購入 

木曽谷は古くから相撲が盛んな地域で、ほ

とんどの小・中学校の校庭に土俵があり、現

在も学校ごとや地域ごとに相撲大会が開かれ

るなど、文化として根付いています。 

とりわけ上松町では、町出身の御嶽海関（出

羽海部屋）が 2018 年に長野県出身の力士と

して初優勝し、さらに 2019 年には二度目の

優勝を果たすなど、大きな盛り上がりを見せ

ています。 

第 2、第 3 の御嶽海を目指す子供たちを応援するべく、雨天時でも、室内で安全に相撲が

とれるよう、土俵マットを購入しました。 

 

 

② 上松町ハロー！ウッド事業 

上松町に生まれた赤ちゃんをお祝いするた

め、そして幼いころから町の木工製品に親し

んでもらうため、上松町では、町内の木工家

が製作した食器やおもちゃを、赤ちゃんにプ

レゼントする上松町ハロー！ウッド事業を開

始しました。 

いただいた寄附を活用し、平成 30 年度は

17名の赤ちゃんに、木工製品をお送りさせて

いただきました。 

 

 



 

 

      

③ えごま搾油機導入 

上松町の特産品として、ふるさと納税の返

礼品でも高い人気のある「えごま油」。上松町

で生産されたえごまを 100％使用したえごま

油は、多くの皆様に好評をいただいており、

毎年生産分は全て完売となっております。 

年々人気が高まる一方で、搾油機が１台し

かないことから、えごまの搾油作業が間に合

わず、お待たせしてしまうという状況が生じ

ていました。 

今後、町内のえごま生産量の増加も見込まれることから、えごま搾油機を新たに１台導

入し、生産体制の整備を図りました。 

 

 

 

 

○「ひのきの里あげまつ ふるさと基金」積立状況 

使途区分 
積立額 

（平成 31 年 3 月末時点） 

（１）自然環境・森林整備計画の保全に関する事業 ２，１０４，０００ 

（２）高齢者福祉・子育て支援・健康増進の充実に関する事業 ４，２８７，０００ 

（３）ふるさとの伝統文化の継承に関する事業 ２５０，０００ 

（４）産業振興に関する事業 １，２４０，０００ 

（５）まちづくり（ふるさとづくり）に資する事業 ４，５００，０００ 

（６）その他 ５８４，０００ 

合 計 １２，９６５，０００ 

 

平成 31 年３月末時点で総額12,965,000 円が積み立てられています。上松町では、ふる

さと基金を活用して実施できる事業の基準及び事業提案の手続きを定めており、皆様から

いただいた寄附について、公平性や透明性を確保しつつ、最大限有効に活用できるよう努

めて参ります。 

 



 

 

      

○ お知らせ 

現在、上松町地域おこし協力隊木工部

【AGEMATSU WOOD LIFE MAKING】

（A.W.L.M.）（※）が、上松駅近くの空き店

舗 を リ ノ ベ ー シ ョ ン し た 木 工 施 設

「KINOTOCO（キノトコ）」の整備を進めて

います（2020 年春オープン予定）。 

 誰もが気軽に立ち寄れるコミュニティスペ

ースとして、町内の木工家が製作した木工製

品の展示や、各種イベントを行う予定です。

上松町にお越しの際はぜひお立ち寄りください。 

また、ふるさと納税の新たな返礼品として、A.W.L.M.が製作した木工製品を予定してお

ります。家具や食器など、いずれも現時点では一般販売していないため、ふるさと納税で

しか入手できないものになります。 

今年もふるさと納税をお考えの方におかれましては、ぜひ参考としていただけますと幸

いです。 

 

※ 上松町地域おこし協力隊木工部（A.W.L.M.）について 

上松町には、長野県が設置する上松技術専門校という学校があります。木工を学ぶ場と

しては日本有数の施設であり、北海道から沖縄まで全国から幅広い年代の生徒が集まり、

１年の間、知識と技術を修得します。学生が実習で製作した家具は年 1 回の技能祭で販売

されますが、全てが抽選販売となるほど高い人気があります。この上松技術専門校を卒業

した４名の若手木工家が、現在、町の地域おこし協力隊員として、町の木工業の振興のた

め、日々活動しています。 

 

 

ふるさと納税につきまして、ご意見・ご要望等ありましたら、 

上松町役場企画財政課企画政策係までお問い合わせ下さい。 

 

上松町役場 企画財政課 企画政策係 

〒３９９－５６０３ 

長野県木曽郡上松町駅前通り２－１３ 

ＴＥＬ：０２６４－５２－２００１ 

ＦＡＸ：０２６４－５２－２１５０ 

 

 

 

 

美林ちゃん 太郎ちゃんとカメ 

上松町シンボルキャラクター 


